
和　暦 西暦 主 な 出 来 事

明治６ 1873 （つ）倉田雲平が祖先以来の屋号「槌屋」をとり、上物「つちやたび」をつくる

明治10 1877 （つ）西南戦争に際し、軍用被服（たび２万足ほか）を納入する

明治26 1893 （志）石橋徳次郎が仕立て業「志まや」を創業する

明治27 1894 （つ）業界初のミシンを導入する

明治30 1897 （つ）手回し式革靴用裁断機を導入、たび底切断に応用する

明治32 1899 （つ）従業員養成所を設置し、従業員の技術向上をはかる

明治40 1907 （志）家業の仕立物業を足袋専業に改める

（つ）白山工場が操業開始する

（志）小工場を建て機械生産を始める

明治44 1911 （つ）いろはたび（普及品）の製造を開始する

明治45 1912 （志）九州で初めての自動車を購入して宣伝走行をする

（つ）航空機による宣伝飛行、ＰＲ映画を作成する

（志）アサヒ足袋と改称し、均一価格で販売する

（つ）つちやたび合名会社を設立する

（志）洗町に久留米工場を建設する

（つ）ドイツ兵久留米俘虜収容所から技術者10名を雇用し、機械技術を導入する

（志）日本足袋株式会社を設立する

大正８ 1919 （つ）大幅織機120台余、小幅織機150台余を設置する

大正９ 1920 （つ）貼り付け式地下足袋の研究を開始する

大正11 1922 （つ）ゴム工場を新設。貼り付け式地下足袋の試作に成功し、生産を開始する。翌年より販売

大正12 1923 （志）地下足袋を製造開始する

大正13 1924 （つ）（志）地下足袋特許問題で紛争が発生するが、翌年和議成立

大正14 1925 （つ）運動靴、ゴム長靴の製造を開始する

大正15 1926 （つ）南洋方面に先丸地下足袋の輸出を開始する。以降、海外への販路を拡大する

（つ）月星マークを制定する

（志）久留米医学専門学校（現久留米大学）創立に際し、土地と校舎を寄付する

昭和４ 1929 （志）欧州、アフリカに靴の輸出を開始する

（つ）つちやたび株式会社に組織変更する

（ブ）タイヤの試作に成功し、日本足袋㈱タイヤ部より独立、ブリッヂストンタイヤ株式会社を創立する

昭和７ 1932 （つ）陸軍に地下足袋を大量納入する

昭和８ 1933 （つ）満州奉天西区に工場用地を取得

昭和９ 1934 （ブ）ブリッヂストンタイヤ㈱久留米工場が竣工する

（ブ）ブリッヂストンタイヤ本社を東京へ移す

（志）社名を「日本ゴム株式会社」に改称。「アサヒ靴」は業界トップメーカーに

昭和13 1938 （つ）陸軍管理工場に指定され、軍用地下足袋、軍用被服類の生産に当たる

昭和14 1939 （つ）日華護謨工業株式会社に社名変更

昭和17 1942 （ブ）社名を日本タイヤ会社と改称する

昭和19 1944 （つ）軍需会社に指定され、被服に加え、防毒マスク、弾薬盒(ごう)などを製造する

昭和20 1945 （つ）８月11日の久留米空襲で本社工場の一部が焼失

昭和22 1947 （志）本社を久留米から東京に移す。海外輸出を再開する【平成10年（1998）本社は久留米へ再移転】

昭和23 1948 （つ）海外輸出を再開

昭和24 1949 （つ）日華ゴム株式会社と改称する。のち同37年に月星ゴム株式会社と社名変更する

昭和26 1951 （ブ）日本タイヤからブリヂストンタイヤに戻す

大正６ 1917

昭和12 1937

大正７ 1918

昭和３ 1928

昭和６ 1931

社名の変遷

明治41 1908

大正３ 1914
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近代くるめとゴム産業関係年表

昭和26年（1951）ブリヂストンタイヤ株式会社 
昭和 59 年（1984）株式会社ブリヂストン

昭和 63 年（1988）株式会社アサヒコーポレーション
平成 29 年（2017）アサヒシューズ株式会社

昭和 37 年（1962）月星ゴム株式会社
昭和 47 年（1972）月星化成株式会社
平成 18 年（2006）株式会社ムーンスター
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　　　末以降、繊維産業の街となった久留米の地で、
　　　明治６年（1873）倉田雲平が「足袋」の製造を始めます。
石橋徳次郎（初代）も同 26 年（1893）に仕立物の製造を始め、
同 40 年（1907）に「足袋」専業となります。
それぞれの後を継いだ倉田泰蔵と石橋徳次郎・正二郎の兄弟は、
競い合いながら人材の育成や機械化に挑みました。
そして、第一次世界大戦の元ドイツ兵捕虜技術者を雇用し、
ほぼ同時期にゴム底を圧着させた「地下足袋」の開発に成功。
これ以降、つちやたび（現株式会社ムーンスター）と
日本足袋（現アサヒシューズ株式会社）の両社は、
足袋と靴の製造を近代的なゴム産業へと急速に発展させました。
昭和６年（1931）、日本足袋のタイヤ部から、石橋正二郎を社長とする
ブリッヂストンタイヤ（現株式会社ブリヂストン）が独立。
ゴム産業を基幹とする商工都市へと久留米を導いたのです。
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背景写真：ＪＲ久留米駅前に設置されたタイヤのモニュメント
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